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1.研究論文
1.ゲーテの「畏敬」について一教育州に関連してーー
森淑仁,早稲田大学大学院文学研究科紀要第15輯,1969年12月
2.ゲーテの「象微」について・・芸術論のための試論一
森淑仁,東北大学教養部紀要第16号,1972年3月
3.ゲーテの象徴的自然観の木質について
森淑仁,『ドイッ文学』(日本独文学会)第53号,1974年10月
業 績
4.ゲーテにおける「人間と文化」老
森淑仁,東北大学教養部紀要第23号,1976年3月
5.ゲーテの円環思想について
森淑仁,『東北ドイッ文学研究』(束北ドイツ文学研究会)第20号,1976
年12月
6.ゲーテにおける素材と形式について
森淑仁,東北大学教養部紀要第27号,1978年1月
フ.ゲーテと存在論・・・認識論の試みー
森淑仁,『ゲーテ年鑑』(関西ゲーテ脇会)第14巻,1979年3月
8.ゲーテの真理概念について
森淑仁,『ゲーテ年鑑』(1ヨ本ゲーテ協会)第21巻,1979年10月
9. ueberGoethes sprachaU丘assung
Yoshihito Mori, Akten deS Ⅵ.1nternationalen-Germanisten-Kongresses,
Jahrbuch fuer lnternationale Germanistik Reihe A, Band 8,4, verlag
Peter Lang, Base1 1980,8
10.ゲーテにおける自然と芸術の間
森淑仁,『ゲーテ年鑑』(日本ゲーテ協会)第23巻,1981年・10打
H.ゲーテの『パンドーラ』ぎ
森淑仁,『ゲーテ年鑑』(関西ゲーテ協会)第17巻,1982年10月
12.ゲーテの芸術論の視座
森淑仁,『ゲーテとの撰遁』(三修社),1984年5打
13.文化論の視座ーゲーテと日本文化一
森淑仁,『文化における受容と変容』(局橋富雄編,角川書店),1985年
2月
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ゲ ー テ の 口 然 研 究 と 現 代
森 淑 仁 , 『 モ ル フ ォ ロ ギ ア 』 ( ナ カ ニ シ ヤ 出 版 ) 第 7 号 , 1 9 8 5 年 Ⅱ 打
G o e t h e  u n d  d i e  j a p a n i s c h e  N a t u r a n s c h a u u n g
Y o s h i h i t o  M o r i ,  J a h r b u c h  d e s  l u i e n e r  G o e t h e - v e r e i n s  B a n d  8 6 / 8 7 侶 8 ・ 、
1 9 8 2 ん 9 8 3 n 9 8 4 ,  w i e n  1 9 8 6
ゲ ー テ の 言 語 理 論 の 射 程
森 淑 仁 , 『 ゲ ー テ 年 鑑 』 ( 日 木 ゲ ー テ 恊 会 ) 第 2 8 巻 , 1 9 8 6 年 1 0 打
芸 術 的 営 愆 の ダ イ ナ ミ ズ ム の 本 質 に つ い て ー ゲ ー テ と シ ェ リ ン グ を 中 心 と
し て ー
森 淑 t , 『 近 代 ド イ ツ 粘 神 の 展 開 』 仕 を 沼 敏 夫 編 , 朝 Π I H 版 社 ) , 1 9 8 8 イ f
2 月
ゲ ー テ の 「 顕 在 せ る 秘 密 」 と し て の 自 然 理 解 に つ い て ー 「 パ ン ト ー ラ 」 と ト
ル ン プ ル ク の 杼 情 詩 に 関 連 し て ー
森 淑 仁 , 『 モ ル フ ォ ロ ギ ア 』 ( ナ カ ニ シ ヤ 出 版 ) 第 1 0 号 , 1 9 8 8 年 1 2 打
V o m  w e s e n  d e r  d i c h t e r i s c h e n  s p r a c h e  b e i  G o e t h e - i m  z u s a m m e n h a n g  m i t
B a s h o s  H a i k u - D i c h t u n g -
Y o s h i h i t o  M o r i ,  J a h r b u c h  d e r  G o e t h e - G e s e Ⅱ S c h a 丘  i n  w e i m a r  B a n d  l 0 5 ,
W e i m a r  1 9 8 9
ゲ ー テ の 美 学 と 数 の 世 界
森 淑 仁 , 東 北 大 学 數 養 部 紀 要 第 5 7 号 , 1 9 9 1 ザ ・ 1 2 月
ゲ ー テ の 美 学 と E . カ ッ シ ー ラ ー の 文 化 の 哲 学
森 淑 仁 , 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 第 5 9 号 , 1 9 9 2 年 1 2 打
ゲ ー テ 自 然 学 の 諸 問 題 ・ 近 代 理 性 の 木 質 を め ぐ っ て ( 1 )
森 淑 仁 , 『 プ ロ テ ウ ス 』 ( 仙 台 ゲ ー テ 自 然 学 研 究 会 ) 仰 仟 1 1 ・ 号 , 1 9 9 3 年 3 月
E . カ ッ シ ー ラ ー の 文 化 の 哲 学 に お け る 「 科 学 の 言 語 」 を め く っ て ( D
森 淑 仁 , 東 北 大 学 大 学 院 困 際 文 化 研 究 科 論 集 創 仟 小 号 , 1 9 9 4 年 3 打
E . カ ッ シ ー ラ ー の 文 化 の 哲 学 に お け る 「 科 学 の 言 i 吾 」 を め ぐ っ て ( Ⅱ )
森 淑 仁 , 東 北 人 学 火 学 院 国 際 文 化 研 究 科 論 集 第 二 号 , 1 9 9 4 中 1 2 月
ゲ ー テ の 世 界 文 学 の 理 念 と 国 際 文 化
森 淑 仁 , 『 国 際 文 化 研 究 』 ( 東 北 大 学 国 際 文 化 学 会 ) 創 刊 号 , 1 9 9 4 年 1 2 月
ゲ ー テ の 「 パ ン ド ー ラ 」 に お け る 自 然 と 文 化
森 淑 仁 , 『 十 八 世 紀 ド イ ツ 文 学 研 究 』 ( 十 八 世 紀 ド イ ツ 文 学 研 究 会 ) 第 四
号 , 1 9 9 5 午  2  j l
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27 ゲーテ白然学の諸問題・・・近代理性の本質をめぐってー(Ⅱ)
森淑仁,『プロテウス』(仙台ゲーテ自然学研究会)第2号,1995年6月
Goethe und die mathematische physik. zur Tragweite der cassirerschen KUI・
tUゆhilosophie
Yoshihito Mori, cassirer-F0玲Chungen Bd.1. Kulturkritik nach E. cas・
Sirer, Felix Meiner verlag, Hamburg 1995
E.カッシーラーにおけるへルダー受容についてー『片語起源論』を中心に
森淑仁,『ヘルダー研究』(日本へルダー学会)第2・号,1996年3 打
ゲーテと哲学
森淑仁,『シェリング午報'96』(日木シェリング協会)第 4 号,1996年
7月
ゲーテ自然学の諸問題一近代郡竹の本質をめぐってー(Ⅲ)
森淑f二,『プロテウス』 q山台ゲーテ自然学研究会)第3号,1997年4月
ゲーテと「造形芸術論」
森淑仁,『シェリングとドイツロマン主義』(伊坂青司/森淑f:編,晃
洋書房)(日本シェリング協会・シェリング論集2),1997年8月
ゲーテにおける象徴としてのoffenbares GeheimniS と言語の問題
森淑仁,『ヘルダー研究』(日本へルダー学会)第4号,1998年3 打
イタリアにおけるゲーテーその異文化休験の文化論的意義一
森淑仁,『大木健痕IS先生追悼論文集』(早稲田大学政治経済学部・岩井
方男編集発行),1998年Ⅱ月
Goethe und die Aufklaetung -unter der vormundscha丘 der Natur-
Yoshihito Mori, Jahrbuch der Goethe-GeseⅡScha{t in Japan Bd. XLI,
1999.10
ゲーテ自然学の諸問題一近代理性の本質をめぐってー(Ⅳ)
森淑仁,『プロテウス』(仙台ゲーテ自然学研究会)第4 号,1999年5円
シェリングとゲーテー自然と抽象化一
森淑仁,『シェリング自然哲学とその周辺』(北澤恒人/長島隆/松山
寿一編,梓出版社),2000年3月
ゲーテと東方世界一彼の普遍主義の本質についてーー
森淑仁,『十八世紀ドイツ文学研究』第6号(十八世紀ドイツ文学研究
会) 2000年12月
ゲーテ自然学の諸問題一近代理性の本質をめぐってー(V)
森淑仁,『プロテウス』第5号(仙台ゲーテ自然学研究会) 2001年Ⅱ月
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U e b e r  d i e  R e z e p t i o n  u n d  d i e  K o e x i s t e n z  d e r  m o s l e m i s c h e n  K u l t u r  i n
D e u t s c h l a n d  - i n  d e r  G o e t h e z e i t  e i n e n  L e i t f a d e n  s u c h e n d -
Y o s h i h i t o  M o r i ,  M E C A S  ( M i d d l e  E a s t e r n  a n d  c e n t r a l  A s i a n  s t u d i e s
G r o u p ,  T o h o k u  u n i v e r s i t y )  s e r i e s  N O . 1 9 , 2 0 0 2 . 3
ゲ ー テ 自 然 学 の 諸 問 題 一 近 代 理 件 の 本 質 を め ぐ っ て ー ( Ⅵ )
森 淑 仁 , 『 プ ロ テ ウ ス 』 第 6 号  q 山 台 ゲ ー テ 自 然 学 研 究 会 ) , 2 0 0 3 年 3  刀
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E . カ ヅ シ ー ラ ー 箸 『 理 念 と 形 姿 』 ( 中 村 啓 , 森 淑 仁 , 藤 原 五 雄 共 訳 )
森 淑 イ : ほ か ( 森 淑 仁 は , 五 論 文 の う ち , 第 ・ 一 論 文 : ゲ ー テ の 「 パ ン ド ー
ラ 」 , 第 二 論 文 . ゲ ー テ と 数 理 物 理 学 一 認 識 論 的 老 察 一 を 担 当 ) , 三 修 社 ,
1 9 7 8 年 1 0 月
F . ヴ ァ イ ン ハ ン ド ル 薯 『 ゲ ー テ の 形 而 上 学 』 ( 抄 訳 )
森 淑 仁 , 『 ゲ ー テ と の 避 遍 』 三 修 社 , 1 9 8 4 年 5 月
2
Ⅲ
口 頭 発 表
1 .  u e b e r  G o e t h e s  s p r a c h a U 丘 a s s u n g
Y o s h i h i t o  M o r i , 1 V G  ( V I .  K o n g r e s s ) ,  B a s e l e r  u n i v e r s i t a e t , 1 9 8 0 . 8 ,  B a s e l
2 . ゲ ー テ に お け る 言 語 理 解 と 象 徴
森 淑 仁 , 日 本 独 文 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム : ゲ ー テ Π 寺 代 と 言 語 観 ( 於 : 慶 応
大 学 ) , 1 9 8 5 午  5 月 , 東 京
3 .  G o e t h e  u n d  d i e  m a t h e m a t i s c h e  p h y s i k .  z u r  T r a g w e i t e  d e r  c a s s i r e r s c h e n  K U I ・
t u r p h i l o s o p h i e
Y o s h i h i t o  M o r i ,  s t i f t u n g  w e i m a r e r  K l a s s i k  .  s y m p o s i u m  :  E r n s t  c a s s i r e r
K u l t u r k r i t i k  i m  2 0 .  J a h r h u n d e r t ,  s c h i Ⅱ e r - M u s e u m  w e i m a r , 1 9 9 4 . 3 ,
叉 入 l e i l n a r
4 . ゲ ー テ の 「 パ ン ド ー ラ 」 に つ い て 象 徴 と ブ レ ゴ リ ー を め ぐ っ て ー
森 淑 仁 , 日 木 独 文 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム : ゲ ー テ の 宗 教 性 に つ い て ( 於
1 _ U 形 大 学 )  1 9 9 4 年 1 0 j ] , ル 1 形
5 . ゲ ー テ と 哲 学
森 淑 仁 , 日 本 シ ェ リ ン グ 協 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム : 詩 と 哲 学 ( 於 : 国 立 国 際
美 術 館 ) , 1 9 鮖 年 7 月 , 大 阪
6 . ゲ ー テ に お け る 象 徴 と し て の 0 丘 e n b a r e s  G e h e i m n i S  と 言 語 の 問 題
森 淑 仁 , 日 本 へ ル ダ ー 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム : 壁 喩 と 象 徴 一 近 代 ド イ ツ
言 語 論 の 系 譜 ( 於 : 慶 応 大 学 ) , 1 9 9 7 年 5  打 , 東 京
?
7 ヘルダーと現代文化論一E.カッシーラーの「象微の諸形式の哲学」を主題
化して・・
森淑仁,Π本へルダー学会・ヘルダー没後2000年記念シソポジウム「ヘ
ルダーと現代」(於:慶応大学),20脇年5j],東京
Ⅳ 演
ゲーテの自然考察について
森淑仁,日本ゲーテ恊会(於:東京OAG会館),1974年5月
Goethe und die japanische Naturanschauunn又
Yoshihito Mori, Auditorium Academicum an der salzburgeT volks・
hochschule, salzburger universitaet,1980.10, salzburg
ゲーテ自然学の諸問題モルフォロギーをめぐってー
森淑仁,日本スポーツ運動学会(於:仙台市秋保くホテルニュー水戸屋
会議場>) 1996午 3月,仙台
イタリアにおけるゲーテ・その異文化体験の文化論n加急義・・・
森淑仁,仙台日伊協会(於:エルパーク仙台5F セミナーホール1),
1998年5月,仙台
E.カヅシーラーとゲーテ
森淑仁,東北哲学会(於:東北学院大学),2003年10月,仙台
阿部汰郎とΠ本のゲーテ研究
森淑仁,束北大学人学院文学研究科主催,20船年Ⅱ月,仙台
2
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V 書評.文献紹介等
1. F.ヴァインハンドル著『パラケルルス研究』
森淑仁,『モルフォロギア』(ナカニシヤ出版)第2号,1980年Ⅱ打
2.八杉能一箸『牛物学と私』
森淑仁,『モルフォロギア』(ナカニシヤ出版)第 5号,1983年Ⅱ月
3.高橋義人茗『形態と象徴』,芦津丈大:『ゲーテの自然体験』
森淑仁,『ドイツ文学』(日本独文学会)第82号,1989年5月
4. E. cassirer: Goethe und die geschichuiche welt (友田孝興,栗花落和彦共訳)
森淑仁,『モルフォロギア』(ナカニシヤ出版)第14号,1992年10牙
5. Ernst cassirer : Nachgelassene Manuskripte und Texte, Bd.1. zur Metaphy・
Sik der symbolischen Formen
森淑仁,『モルフォロギア』(ナカニシヤ出版)第18号,1996年10月
?
6口
そ の 他
1 . 海 外 か ら の 日 本 の 大 学 進 学 を 老 え る
森 淑 仁 , 『 留 学 交 流 』 細 本 国 際 教 育 協 会 編 ・ 文 部 省 留 学 生 課 監 修 ・ ( 株 )
ぎ ょ う せ い 発 行 )  V 0 1 . フ - N O . 1 1 , 1 9 鮖 年 1 1 月
2 . シ ン ポ ジ ウ ム 「 エ ル ン ス ト ・ カ ヅ シ ー ラ ー : 2 0 世 紀 に お け る 文 化 批 半 I U  に 参 加
し て
森 淑 仁 , 『 理 想 』 ( 理 想 社 )  N O . 6 5 8 , 1 9 9 6 年 1 2 月
3 . 欧 州 共 同 体 と ゴ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題
森 淑 仁 , 「 異 文 化 閻 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 的 研 究 」 ( 平 成 8
年 度 特 定 研 究 経 費 報 告 書 ( 研 究 代 表 者 : 壱 岐 泰 彦 ) ) , 平 成 9 午 3 打
